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高窒素血症における肝臓病変
一特に類洞壁の組織学的変化について一

　　　　　lLi　　田　　初　　　嘉

信州大学匿学部弟一病理学教室　（主．任：河合博．［1三教授）

　　　　　　Hepatic　Changes　in　Azotemia

　　－HistologicεしI　Changes　of　the　Hepatic　Sillusoids－－

　　　　　　　　　Hatsuyoshi　YAMADA
Departmellt　of　Patllolo∬y，　Faculty　of　Medicine，　Shillshu　Ulliver呂lty

　　　　　　　　　（Director：Prof．　H．1くAwへ1）

　　　　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法

　腎臓の機能障警により，腎臓以外の諸器官に，尿毒　　　　材料は1933年£人降，1968年迄，信州大学第一病理f〆二

症1生病変が発生するが，各々の病変を通じて，基本的　　　教窟にて剖検された症例より，臨床検査にて【帥・1・1尿索

な病理組織学的特徴を把握したものに，Muirhヒadの　　　窒素値が2〔〕71幌〃6以上の例を選ltlし，尿索窯素値に応

実験17）（1953年）があり。質≧身的な血管壁の変化（透過　　　じて次の如く3群に分けた。

性の充進，及び類線維素変性）に伴う澤腫，線維素の　　　　1群：100㎎／46以上

析出，出11且等を証明している。　　　　　　　　　　　　　　　1［群：50～99η脇／認

　全身の各臓器の変化に関しては，成霞22）によると，　　　　　1旺群：20～497㎎／46

皮膚のyellow　coloration，心臓のdiffuse　nbrillous　　　fグ1数は，1群が23例

pericardits，「1二1枢ネill経のedにma，習腸のacute　in－　　　　　　　　∬群が18例

flammation，肺のpneumonitis及び膵のacinar　di一　　　　　　　皿【群が・16例　で計，87例

1atation，等の病変が記載されているが，未だ肝臓に　　　　材ll舳よ，総て10％フォルマリンにて固定されたもの

関しては定説的な病変が取上げられていない現状であ　　　である。

る。然し，最近，一般的に肝臓と腎臓の病的相関々係　　　　検索臓器は，肝臓を。1三とし，他に膵臓を取上げた。

について，着口され来つつあり，1臨床的には肝腎症候　　　1｝1臓組織は，聡葉より採取，左右の肉眼的差異が著る

群なる名称を始めとし，病理学的な裏付けのもとに研　　　しい場合には必要に応じて左葉より追加し，パラフイ

究が進められるようになった。　　　　　　　　　　　　　ンに包埋した。

　1955年Faludi9）は，急性及び慢性腎炎など人体400　　　染色は1｛aenユatoxy1｛監1　alld　eosia染色とPap鍍銀

例にっいて，肝病変を臨床病理学白勺に検索した結果，　　　染色を中心に∫手1い，PaP鍍銀染色では，薄切するバラ

病理組織学的変化としてfett圭ge　Degeneration，　　　ブイソ切片の1享さを10μと…晶定にして行った。其他

celltro－lobulare　Nel｛rose，　periPortale　Infiltration，　　Periodicεしcid　Schiff（PAS）反応1，1：，殆んど全例に之

6demの所見を導げている。1954年Pag肥t2°）は、200　　を州い，必要に応じてMallory－Azan染色，　Sudal1皿

例の人体例の肝臓を組織学的に検索して，急性叉は亜　　　染色，Phosl1Qしullgstic　acicl　haelnatQxylin（PTAH）

急性尿轟症例の殆んどに，肝細胞核の分裂像を鋸めて　　　鞭色を行った。

いる。叉，本邦では，吉利等30）32）が，悪急性腎炎，慢　　　　更に・同症例群憶の膵臓については，頭部と屠部の2

性腎炎，腎孟腎炎，細動｝泳性腎硬化症，ネフロー一ビ等　　　ケ所について，Haematoxylin　and　eosin（H．　E，）染

の剖検例を検索し，全例に，肝細胞の脂肪浸潤，被膜　　　色を用いて・肝臓の所見との比較対照の意味をも・って

及びグリソソ氏鞘結合織の水腫性変化，DiSSe腔の開　　検禦した，，

大を認めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1は，1及び皿群の症例の病理診断にみられる虫

　今回，著者は，種々の腎疾患をも含めた，高窒索i倉L　　病変，腎臓の病変，肝臓の病変と併わせて腎臓及び肝

症の人体剖検例に就いて，特に肝臓の病理組織学的変　　　臓の重量，更に晦床事頂より年令，性，尿素窒素測定

化を検討し，肝細胞の病変に加えて，”sillusoid”類　　　値，検査日，死亡年月日を記載したものである。

洞の病像に焦点を絞って観察を行なった。　　　　　　　　腎臓に関しては・磁病変に該当しない例もみられる
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が，慢性糸球体腎炎5例，ヨE急性糸球体腎炎1例，腎　　　胞1／1腫大と（塀輿8），一様な風船様の淡染i生原形霞

孟腎炎8例，動豚硬化性病変8例，腎症14・例，水腎症　　　からなる腫大がある（写1‘U）。

5例・ユ：じ他が含まれているQ　　　　　　　　　　　　　　肝類洞はlitしoral　Ce11s（UferzdlUI、）或は8illu・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S｛｝idal　celis　l・こ．〕二ってIJilま2星・たhePatiC　Capinarie5て

　　　　　　　　　　結　果　　　　　　あると鱗尺されて、1、り，1鰍染色鳳るil三常II・職・鮒

　　　1，川刊戯の病理組緬≧学的変イヒ　　　　　　　　　　　　　三》真1及び図1の如く，二種類の線維から構成さ．lLて

　H・E・染色による肝臓の諸変化は，表2に『」『す如く・　　　いると思われる1⊃即ち，II，　E，染〔血で識別し・得る類洞

最も頻度の高い所兇として，循環ll詮審によるうっ1飢を　　　の輪廓に一・葺女する，比較的太い線維で，肝細胞療，1二」1義

爵忍める。類洞内には赤1nL球の良く充満せるものと，赤　　　行に染め出されるものと，・二の太い線維に交3111してlill

」血球が少なく、淡く一様にエオジン好性に染まる澤腫　　　洞の塞間な1！11めるが如くノ駈fする精婦1【1く短かい線維

様の像を呈するものがあり（写工’‘9），例数の上では　　　である，嘱銀線維にjlってllll　liれる類洞のII瓦kl1川多か

むしろ後爵がi多いu　うっi血Lの強い例では1類洞の握｛張　　　　ら長惰円形を暴り一るが，大き∫は大小4蜘1であイ，、、

は勿論であるが，腰々類洞壁の境界が不明瞭と准り，　　　　．イく倹索例の第1群に於”Cは，殆んど1こ例艦類洞骸イr

時には肝細胞のタ謬｛洞側境界も明らかで癒い。類洞壁　　　構成するII禰艮線維の変化像があり，しか1，ひ蝶ん性凱

の輪廓が明瞭に識肌ll｝る場合には・肝細1泡と測磁　1認め励．談醐の輪廓及ひ・燃i剛膿線1…llの脚こ峨

との間・即ちDiSSe腔にも・浮腫状の所見が波及1．・，　　　化を来たしていた、，侃1．，各例にII：，♪て，その形熊的

腔の拡大していることが明らかとなる・一又1類洞賭が　　　変化像は，刊龍し・けなく，全例捻通じて，婦嚇　1種

硝子膜様に帯状に肥輝せる所見がみられ（轡輿7）・　　　類の変化像に分類することを試みた、、

時にはその」・燗II胞1亥があって1類？臓細1包の原形質　　1）珊・】・）㈱醐ず太い欄1；で…粉駄肥1？：

の腫大，延罐思わず1馳示してし・る・・の粉は　鳳り、太さの桐が糊となり，1酬1巴厚蝿繍il

M・U・・y噌A・a・染色｝こ於て1恥かにi操されている・　1よその粉に於て［欄し，1｛1〔洞の鰯　の崩1撃1繭、す

表2　構の糸職学㈱況　　　像（図2）・
　　　　　　　　　　（H．E．）　　　　　　2）類洞の㈱【1を潤繍臨嗣・鮫鍛る繍1

、粛…轡＿＿量1［些鵬嚢膿奪臨繍灘1繍1な鵠
　　う　　　　っ　　　　血　　　　　　12・例　　　　　9例　　　　　　　際（図3）、、

　類洞の拡張　1°例　7例　　鋼馨隙・㈱顧け太い灘砒較的∫賦保佛
献包瑠1　1il　ill　鰍⑳野トせ獺騨変劇鱒してい

　グ鞘の細包浸潤　1瑚　 5例　　以」・の三鱗喫化橡麟：ついて一群略伽つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて，その変化の状態を示したのが表3げCあるが，1）

　肝細胞の変化としては，脂肪化（fatty　chこulge）及　　　の変化像が最も：多く，3），2）のIlill序となってい｛｝，、

び壊死が認められるが・その頻度は・1群と1［群で多　　　又各症例の変化像は，三種類の変化像単独，としてでな

少の差がみられる。脂肪化には，大きな脂肪滴，小さ　　　く，2種以上の紺翻っせから成っている1，級合わせの

な脂肪滴の何れも倉まれており，又沈蒋の範囲は巣　　　頻度1｝k1）十3）が多い、，

状滞状・びまん性と各症例幹はり一定していない・　1）の変化｛象に嫡すイ繍伽剖1分醐巴脚、細
　壊死は殆んどが巣状の限局性壊死で荊li胞浸潤は伴っ　　H・E・染色及びMaUory－A蹴1菓色に方驚て認遅）られた

ていない・，　　　　　　　　　類1購の1瀞様月巴厚と一致す禍のである。
星細胞を含めた獅騰細抱（・i・…id・正・・11・・r　I群1・於ける1鰍繍　・）靴像・）｛広が、，‘頗，乏3．二

1itt6・・l　ce11・）の働餉基準帳付け翻法として，　示す姻，火・粉がび鉱櫃、1瓢狂，1皿細・1、1、，

PAS難醐いたとこノ源ll殖1肋PAS醐・纐　，1記の変化1蜘・　憾する1ウ幌潟鵬．蝋いf・，1移

麟は1騨う・瀞峨尋嶽鱗の瀦伽ど購に　く・ll嫡する変触認めても，・との拡がり｛捌蝸｛・　

欄されている傾向がみら払各群鳳鮪意の勲　に趣いことカミ鵜された，，

認め触か・た・　　　　　　　　以上の所見よ1ハ類繊の鰍線lli艘1ヒ鰍，
然し細胞の鰍は，1群に85％』零洋に63タ6の搬　繊学　勺セ・，撒〔灘・・境￥F・・槻鵬，て，・嚇1、堵

を示した・鰍の内容には・脂1坊によると肺泌空　繍の糸麟鵬1｛1・眺・圃・傾触尉もの拷、t
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る，，尚，変化像には，【自L中尿諏錬ltl：による有慧の益　　　く，頻度は，1群が61・1％，五群23・弱6，1皿群23・2％

を認めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であった。変化の分布状態は，巣状に1股局せる場禽及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び，びまん性に広くみられる揚合があるが，後者の所

表3　類　鞠こ・賊・鱗色∫瓶　　　 照，1榔多く，11側・瑚嘲めらオ、た。
　剖検　　　　変化の種類　　　　変　化　の　　　　　拡大した腺厨内には，比較的うすくエオジ励こ染ま

　番号　　　1　　2　　　3　　　拡　が　り　　　　る分泌液を入れているものが多く，闘質の線維化幡

　………㎝『㎜……｝一一一一 @　明｝…一一醐……h…………｝　　　ll曝度ではあるが殆んどの例に伴っていた。間質にお

　1047　　卦　　　　十　　部分ll勺　　　ける太い膵管には，著るしい拡張はみられないが，1隆

　1215　帯　　＋　び飢性　脚）拡弓賊したもの移く認めらオぬll蹟剛・パ
1瀧濫＋講畿ll　球細・・酬の樹・る柳・2例に過ぎなかっ
　1547　　　　柵　　十　　びまん性　　　た・

　1865　＋　帯　＋　びまん1’1・　　表4　［繊剛1蹴畑搬
以上漁1撚繍虹2°°π》／46以・L @　＿1脚　1　、　皿
　1135　　帯　　　　十　　びまん性　　　　検　索　例　　　18　　　17　　　43

購　＋　　卦　びまん性　　拡火例　11　・！　1・
遡　算　朴　章　瓢瀦　　　・・1分・率　・1・1％・・脇・…％

　1317　　卦　　　　　　　びまん性
　1413　　十　　帯　　　　 びまん性　　　　　　　　　　考　按
　1537　　　　冊　　　　　びまん性　　　　木研究の対象とした剖検例は，高鐘索田1症（Azote－

　1729　＋ト　　朴　ぴまん性　　mi、、）に非脳する症例であって，話，例が厳融麟に
　1739　　　　　　帯　　　　　　びまん性　　　　よる尿毒症に骸曇．1しないことは勿論であるが，尿脚症

　　2，膵臓のi変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高窒素血症の多くは，腎臓の機能不全に原困する

鵬転移，強度の萎縮死後変化の強い例等を除　ものであるが・期以州こも・飢餓脱水，蛋白過剰

き，膵臓の腺扇について，尿藤症性病変といわれる，　　　摂取，体蛋白崩壌，口二1並1等によっても起こるとされて

腺房の拡大像（写輿12）を検索したところ，裏4の如　　　いる。検索例は1血国國1尿素窯素量の異常限界である，

図　1・

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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図2，

図3．

図4
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20ηリノ紹以上の痙例であるが，」npi尿素窒素量の上昇　　　は，糖尿病肝の検索に幽って，核グリコーゲソは必ず

は・原因が腎臓の機能不全以外の場合でも，50解／認　　　しも糖尿病特有の所見ではなく，腎臓の機能不全に際

迄に迷し，；興れ以上であれば，明らかに腎臓の機能不　　　しても，可成りの頻度で出環をみると云っている。核

全とするデーターがあり3），本検索例の群別には，こ　　　の所見については，木検索例で上記勝見セこ一』致する結

れに蠣ついて，50岬／認を中間の1製界値とした。　　　　　果は得られなかった。

　木検索例では，炎1の如く金て腎臓に病理組条歳学的　　　　一般に，高窺素血症と尿劇【1三性病変との相関々係に

所見を有するが，近年，子寓頸癌の放射線療法によっ　　　就いては，臨床1丙理的1こ検術した，．L閣等27）の報告カミ

て延命した例では，最終的に尿路の閉塞或ほそれに近　　　あり，心膜炎，肺水願1，脳出llll又は軟化，体腔液貯

い状態におちいり，水腎症及び感染性の1碍孟碍炎等を　　　溜，膵臓の変化，消化管の変化，出lllL性素因のll麟占争｛

合併して尿穏症となる場合が多く，1群に2例，皿群　　　を血中残余窯索値の高さと比較し，平行関係をもって

に3例が禽まれている。　　　　　　　　　　　　　　　　出現すると結論している・

　腎臓と肝臓の疾患的相関性に関しては，1955年，　　　　更に，緒ぐの留頭に角虫れた如く・一連の尿瀕症｛｛k病

Faludig）は豊100例の急性糸球体腎炎，100例の慢性糸　　変を瞥徴づける病理組織学的形態1憩に就いでは，1953

球体腎炎及び200例の他のli督疾患例を臨床病理1学的セこ　年Mulrhead17）の炎験が之を裏付けている。即’ら，犬

検索し，臨床的には，急性糸球体腎炎の40％，慢性糸　　　の両側腎を摘出し旦｛㍉～38日間生存した例で心臓1血1響

球体腎炎の70％の肝臓に異僧を認め，更に組織学的に　　　系を検粥しているが，小動豚及び細動豚の変性と壊死

は，　16例にfettige　Degeneration，　7例セこcentr（，一　　　を，　樹、腸瞥，心】嚴，1踏臓，副1酵周囲，1榜1慌，　ll易間膜，

10bulare　NecroSe　7例に，グリソン氏鞘の細胞浸潤，　　皮麿，脳の谷臓器に誌めているし，本邦では，1956年，

3例に浮腫（Di呂Se腔の拡大と張白質性の滲性液）を　　　火根1王1等19）が，”フイブリノイド変挫の成立ちについ

誌め，これ等の所見の一部は尿毒症によるものであろ　　　て”の標題のもとに，岡様の突験を試み，血管のフィ

うと記載している。　　　　　　　　　　　　　　　　　ブリノイド変性が，生存i三1数の永い程顕鞍饗，その発

　肝臓の脂肪に関しては，病理組織学的に，肝組胞に　　　‘把部1立は脳，肝，脾，大動豚壁等を除く殆んど総ての

変性が起って，小脂肪滴となって出現する脂肪変性　　　臓器セこ鷲り，胃，十二指腸に最も闘度であったとして

fatty　degeneratiOn　と月¶：荊H胞セこ変イヒがなく，　他より　　　いる。

脂肪が入って来て大脂肪滴として出現する脂肪浸潤　　　1959年・笹堅チ等鋤は，尿鯨症1剴1市炎の成囚を」血L瞥系

fatty　infUtrationに分けられるが，両者の鑑別ほ時に　　　に求め，動豚型と毛細管型とに分け，毛細管型は全身

は容易でなく，これ等を一括して脂肪化fatty　change　　性毛細1血管病変の部分現象として或る程度糸球体の変

と称している。肝臓の脂肪化の原因には・高脂肪食の　　　化と併行し，他方動豚型は糸球体の病変とは無関係

摂取，低栄養状態（飢餓），慢性貧血1，酸素欠亡，㍊　　　で1症例に於ても早期に現われ，動豚炎の形をとり壁

種中縫等が挙げられ，剖検時には比較的頻度の高いも　　の水腫性肥1蟻時には麹醜維素性壌死を墨すると記載

のであり，腎臓の疾患との相関性を云々するには慎重　　　している。

を要すると患われる。吉利，織田31）52）は，慢性腎炎，　　　　血管病変の発生機序に関しては，多くの疑問が残さ

亜急性腎炎，慢性腎孟腎炎，細動豚性腎硬化症，ネフ　　　れているが，著港は以1直し中尿素蟹索鑑を蓋幣として症

μ一ゼ等の剖検例を対象として，肝組織の病変をみて　　　例を撰択し，肝血管系の大半を占める肝類洞の変化に

いるが，びまん性の細，小滴性脂肪浸潤，被膜及びグ　　注1≡iをした次第である。肝類洞は，肝毛剤n血管に他な

リソソ氏鞘結合織の水腫性変化，Disse腔の開大等を　　　らず，その壁はH・E・染色にても線維性或は膜性の境

挙げており，特に脂肪漫澗でしかも細，小滴性である　　　界として誌められるが，鍍銀染色では，結果の項に記

ことを主張している。　　　　　　　　　　　　　，　るした麺く，更に明らかとなり，多数の単純な線維に

　本検索例では，1群に10例，皿群に2例と・1群に　　　よって囲続されている。か蕊るll醤銀線維によって構成

頻度の高い結果が田ているが，脂肪滴の大きさほ，一　　　される類洞壁に，線維闘を埋める基質が存在するか否

定せず，大小種々のものが奮まれている，古利，織田　　　かは未だに疑闘とされている。動物の種類により，例

は，か賄脂肪の戯を，騰症状態に於ける特異燃　 えば・・lf（子牛）では議質によって鰯酌な基底膜

性物質或は循環動態の異常によるものと考えている。　　　を形成しているが，ラットでに認められていない29）。

Paget20）は，人体例で，尿簿症で死亡した場合の肝細　　　これを電子顕微鏡的にみると，肝細胞索と類洞の間を

胞には殆んどの例に核分裂像がみられ，特に急性及び　　　隔てる嗜銀線維即ち細網線維の存在は証明されず，壁

亜急性の騰症例に曙であったとしている。躍川ゆ　の構成は内皮紐鞄の原形質の繋がりから禺来ており，
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線維自体は，むしろ長軸の方向に沿って約500Aの周　　　繊細化，3）粗懸化の三型が認められ，何れも線維の

期を持っている膠原線維である。従って内皮細胞は　　　組織謝1解に繋がる所見と考えているが，Aterm鋤2）は，

電顕的には線維芽細胞として受け容れられる4）15）28）。　　　ラットの肝を部分切除した後の肝類洞蝶｛の胃生過程な

1ittoral　cellsの配列に就いては，竜顕以前に於て，　　　観察している。それによれば，　jE常の細い線維の増‘k

合胞性に連らなっていると僑ぜられていたが，電顕ll勺　　から始まり，術後3～6時間で線維は太くなり，24時

には，細胞が互に康根板の様に重なり禽っていること　　　閻頃からlllこび細い正常の状態となり，線維の肥ll劉は，

が明らかとなった8）。　　　　　　　　　　　　　　　　：肉二坐えの能動的な状態と解している、，木検索例におけ

本研究では，類洞の1爽索幡鍍銀染色に・1二る光・灘1　る，珊臓び）肥励り覗は同じ：撒味で，反応的な性格な

微鏡的険索に限定し，所言1；1嗜銀線維の形態について検　　　示す所貼で病り，更に仙の．二型は，共に組織融解えの

耐を加えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受身の病変と推測している，，

　肝類洞壁の構成硬素が・各種の刺載に刻’して如ll1∫な　　　　類洞｛llliの諸変化に伴・：，て1類洞壁細胞砿）原形質の肥

る態度を示すものであろうかドー般的に・Blo〔）m7）は，　　厚延侵が獲・E・染色によって忍められるが，更に，

類洞の線維は10QSeなmesllworkを作っており，　lil冨　　Kupffer　lll細胞を含めた類洞壁細胞の腫大が，1，1［群

的な状態に応じて不安定なものであると｝1己載してい　　　に多くみられたc凄前述のAt¢rmanのり験に於ては，

る。　　　　　　　　　　　　　　　類測蘇1胞のswヒ11h19を1阯げ，能珈p［勺な躍r幽ry
　本検索例の鍍銀染色の結果よりすれば・＿i様の変化　　　prOCe舗と解釈している、，本検｛素例では，　PAS陽性

像の何れをとっても，肝細胞或はDiSSo｝セ註と類洞問の　　　頼li、笠に，tる機能的・llll断が，撫ll．うっ滞，鉄色累沈躍1・齢

撰択的な血液の湘働～1騨・されていると思届しる所兄　の囚rに影糠峯れて…　照となり得一ダー国！大の内容に

である。　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　は1脂肪沈獅も奮まれているので，総ての例に於て契

　しかも，血11尿素窒素値の高い群に於ては・殆んど　　験例とi司じ解釈をすることは無理と思われる、，

全例が変化像を有している点を重視し度いと考える。　　　　以，1吊：，肝類洞壁を中心とした諸変化が，血lh尿素値

　尿灘症々状の原因として，今日迄，尿素を始めと　　　と平行関係を霧することは認め得たが，類洞壁に対し

し，フエノール，イソジカソ，グアニジン，クレア　　　て蔵撞に鮨響を与えた因子1よ何であるかは，勿論，り1

チニン等，所謂倉窒素成分の血中貯溜によるli襟作刑　　　らかにし得る術を持たない。従って，尿素白休，或は

が，各個に追求されてきたが，何れも単独の原【み1物質　　　尿素の1面L中うっ滞に平背して発生した1∫壊性物質か，琳

として謝め得るものはなく，別にr琶解質の異常による　　　独か叉は協Ill1的に関凌洞陶るのではないかと想像するに

体液のイオン平衡の変化にも注匹1されている。　　　　　止め度い。

　こと尿素に関しては・今日尚・尿毒症々状の発生機　　　　本検索例は，腎臓の機能撒1≧に関聯する疾患ではあ

序における重要性を否定するGとは出来ず・血国：1尿素　　　るが，他の疾患による旗雑な影響の加わっている人体

窒素値が腎臓の機能不全，ひいては尿働癌における重　　　例である丈けに，多くの疑闘を残すことは当然であ

要な診断或は予後の基準となっていることは幽雲であ　　　り，吏に進んだ迫求の必要性を痛感する。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膵臓の尿微症性病変に関しては，19481吻Ba齢
　1921年Leiterエ4）は犬の血管内に尿素な注射1桶ること　　gIlstoss5）の報告があり，尿：｝鋤i二による死亡例270の

により，人間の尿糧症に相当する症状を造り出すこと　　膵臓を組織痛理学的に検索し，慢1生糸球体腎炎（85

が出来，症状の重症度と血中の尿素濃度との闇に一男　　例）の39％，腎硬化症（85例）の・i2％，他の腎疾患鯛

らかな相関々係を認めようとしている。又Grolhnan　　（100｛ダ1）では52％の割合に，腺虜の拡張（dilaしatiOI1

10）は，同じく犬を用いて腎臓を摘出しIl匿解質をll夏膜　　of　achll）を1認めている。この膵臓の病変は，組織学

からの透析によって補給し乍ら，尿素の皿L中うっ滞を　　　的に瑚変的答観1生を持っていると思われるので，肝臓

起こさせた。其の結果，呼吸困難食慾不振，衰弱か　　　の病変と併わせて，高蜜素血疲との相関性を柴ロる意味

ら更に，吐気，嘔吐，下痢，一ド1血，得睡と一逮の尿毒　　　で対照してみたところ，1群では6L1％，1［群では

症々状を認め，尿素の翻生と尿繊症の関係を強調して　　23．5％，皿群では23．2％の発生頻度を認めた。

いる。もとより人体例に於ける肝臓の病変が単純に尿　　　　Ba器enstossは，その結論の中で，高豊索」血症の秘

素のみの毒性によって解明されるものとは思わない　　　度，或は継続期間と膵臓の拒葺変の発坐頻度との相関性

が，尿素及び尿素に伴って発生し得る他の障害物質，　　　を認めていない。著者の検索例は，数に於てBag一

或は状態との総合的な障害結果なのかも知れない。　　　genstOSSに遠く及ばないものであり，症例の撰択に

　鍍銀染色による肝類洞壁の変化には，1）肥厚，2）　　　も差異がある故，結論は今後の研究にまつべきと考え
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S－：剖倹番号

写真　1・

　S－1449，皿群

　正常に近い類洞壁線維

　　　　　　　　　　　250×
　　　　　　　　Pap鍍銀染色

　　　　　　　　　　　　　　　　灘鰹鍵麺

　　　　　　　　　　　　　　　　擁㌧　一．　慰　　’～鉱謡一窯1、、嚢　　1．　　　簾．垂
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写真　4

　S－1757，　1オ洋

　類洞壁線維の繊細化

　　　　　　　　　　　　250x

　　　　　　　　　Pap鍍銀染色

写真　5・

　S－1383，　1君羊

　類洞壁線維の疎懸化と肥厚及び

　繊細化

　　　　　　　　　　　　250×

　　　　　　　　　Pap鍍銀染色

写真　6．

250×
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写真　8．

　S－1865，　1群

　肝細胞及び壁細胞の脂肪化と類

　洞壁の肥厚

　　　　　　　　　　　　250×

　　　　　　　　　H．E．染色
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写真11．

　S－1547，1群

　類洞壁細胞の腫大

　　250x
H．E．染色

写真12．

場4 @　　甑　　　　 S－1433，　1群

熊　　　　　膵臓の腺房拡大像


